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沖縄県うるま市津堅島における
文化的景観調査

島本　多敬

はじめに

　京都府立大学と同大学院の連携授業の一環で合同調査として、沖縄県うるま市の津堅島にて

文化的景観調査をおこなった。本章はその報告である。

１．調査概要

　　調査日：2016 年（平成 28）6 月 21 ～ 24 日

　　調査地：うるま市勝連津堅（津堅島）

　　調査者：喜馬佳也乃（歴史学科 4 回生）

　　　　　　加藤叡（文学研究科研究生）

　　　　　　島本多敬（文学研究科博士後期課程 2 回生）

２．調査結果

　文献調査と現地での踏査・聞き取りから、下記の特性をもつ文化的景観を確認できた。

　津堅島は中城湾の東の外縁に位置する低平な島である。この地には、島の大半を占める琉球

石灰岩の平地、外縁部の植生、泥岩層からなる比較的低い丘陵地、島の周囲の礁池・外海を利

用した生活・生業が展開した。

　平地は畑とされ、琉球石灰岩由来の水はけの良い赤土（島尻マージ）を利用して作物が育て

られた。主食のサツマイモのほか、戦前は津堅ダイコン、戦後は米軍向け蔬菜、のち津堅ニン

ジンを換金作物として生産し現在に至っている。

　島外縁の防風・防潮林は畑への潮風の影響を防ぐほか、かつては丘陵地の植生とともに燃料・

肥料・日用品素材として利用され、島の生活・生業を支えた。泥岩層からなる丘陵地にはカー（井

泉）が点在し、河川を欠き天水に頼ってきた島の貴重な用水源となって、集落の位置を規定し

た。丘陵頂部付近は信仰・顕彰の場となっている。

　礁池や外海での漁業は現金収入をもたらす重要な生業であった。かつては海藻・ウニの殻が

肥料に利用された。現在はモズク養殖が最も盛んで、礁池がその生産の場に使われている。

　赤（島尻マージ土壌の平地）・緑（防風・防潮林／丘陵地）・青（外海／イノー）の各色で示

すことのできる圏構造の景観をもつ低平な島で、人々は地形・地質条件を利用しながら生活環

境を確保し、半農半漁により生計を立ててきた。生活条件は変化したが生業の大きな枠組みは

継続しており、それを支えてきた圏構造の景観は現在も残されていた。
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第Ⅱ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府外）

３．成果報告

　以上の調査成果は、奈良文化財研究所景観研究室が主催する、第 8 回文化的景観研究集会

におけるポスター発表にて公表した（下図）。ポスタータイトルは「赤と緑と青のシマ―沖縄

県うるま市津堅島―」である。当日は集会参加者への説明に対して質疑が交わされ、離島の生

活を示す景観への関心の高さを感じることができた。
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図　ポスター『赤と緑と青のシマ―沖縄県うまる市津堅島―』




